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◉
論
考

『
和
学
知
辺
草
』
は
小
城
鍋
島
文
庫
（
佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
）
に
蔵
さ
れ
て
い

る
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
に
成
立
し
た
写
本
で
あ
る
。
他
に
伝
本
を
見
な
い
。

書
名
ど
お
り
和
学
の
手
引
き
書
で
あ
る
。
内
容
は
歴
史
・
言
語
・
文
字
・
音
韻
・

歌
・
制
度
史
・
神
道
・
儒
学
・
漢
詩
・
漢
文
訓
読
法
・
出
版
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

近
世
の
和
学
手
引
き
書
と
し
て
は
、
は
や
く
賀
茂
真
淵
に
『
に
ひ
ま
な
び
』（
明

和
二
年
［
一
七
六
五
］
成
立
）
が
あ
り
、
刊
行
さ
れ
た
の
は
寛
政
十
二
年
（
一
八

〇
〇
）
で
あ
る
。
ま
た
、
山
岡
浚
明
の
遺
著
『
示
蒙
抄
』
に
増
補
の
手
が
加
わ
る

の
は
寛
政
九
年
、
本
居
宣
長
の
『
う
ひ
山
ぶ
み
』
執
筆
は
同
十
年
で
あ
っ
た
。
右

三
書
に
倍
す
る
分
量
を
有
し
、
よ
り
広
範
な
内
容
を
網
羅
的
に
述
べ
る
『
和
学
知

辺
草
』
は
、
寛
政
の
初
め
頃
に
あ
っ
て
注
目
に
値
す
る
。

当
時
の
学
術
界
で
は
、
徂
徠
学
が
急
速
な
衰
え
を
見
せ
、
真
淵
の
学
風
を
受
け

継
い
だ
宣
長
の
学
問
が
完
成
期
を
迎
え
て
い
た
。
異
学
の
禁
が
発
令
さ
れ
た
の
は

寛
政
二
年
で
あ
り
、
三
年
後
に
は
塙
保
己
一
の
和
学
講
談
所
が
江
戸
に
設
立
さ
れ
た
。

『
和
学
知
辺
草
』
に
は
、
そ
の
よ
う
な
時
代
の
空
気
が
漂
っ
て
い
る
。
漢
学
・
和

学
と
も
に
新
し
い
局
面
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
転
換
期
を
象
徴
す
る
作
品
と
い

え
る
。『
大
和
三
教
論
』（
寛
政
二
年
刊
）、『
新
安
手
簡
』（
天
明
七
年
［
一
七
八

七
］
刊
）、『
近
世
畸
人
伝
』（
寛
政
二
年
刊
）
な
ど
、
出
版
ま
も
な
い
著
作
を
参
考

に
し
た
痕
跡
も
随
所
に
見
え
る
。

著
者
は
「
幽
林
舎
散
人
」
を
名
乗
る
。『
和
学
知
辺
草
』
の
成
る
と
き
、
六
十
歳

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
、
自
叙
か
ら
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
該
書
の

成
立
経
緯
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
寛
政
三
年
秋
に
官
職
を
解
か
れ
、

和
歌
の
友
を
た
ず
ね
て
松
浦
へ
旅
立
っ
た
。
旧
知
に
誘
わ
れ
て
、
伊
万
里
の
山
代

郷
で
し
ば
ら
く
少
年
た
ち
に
学
問
を
教
え
る
こ
と
に
な
り
、
彼
ら
が
学
問
の
道
に

迷
わ
ぬ
よ
う
に
、
し
る
べ
に
な
れ
ば
と
い
う
思
い
で
書
き
記
し
た
の
が
該
書
で
あ
る
。

小
城
鍋
島
文
庫
研
究
会
で
は
昨
年
、『
和
学
知
辺
草
』
の
翻
刻
・
注
釈
・
現
代
語

訳
を
上
梓
し
た （
１
）。
し
か
し
文
学
史
・
思
想
史
に
お
け
る
位
置
づ
け
は
ま
だ
で
あ

る
。
本
稿
で
は
神
道
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
の
位
置
づ
け
を
試
み
る
。
歌
学
と
漢
学

に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
。

一
　
中
世
以
降
の
神
道
の
諸
流
を
否
定

ま
ず
、
三
元
十
八
神
道
に
つ
い
て
、
幽
林
舎
散
人
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
（〔 

〕

の
数
字
は
章
段
番
号
、
以
下
同
じ
）。

応
仁
大
乱
の
後
に
て
（
中
略
）
吉
田
家
の
衰
微
い
は
ん
方
な
く
（
中
略
）
正

道
を
守
り
て
は
、
飢
寒
を
凌
ぐ
便
り
無
き
ま
ゝ
に
、
種
々
の
事
を
巧
み
出
さ

れ
た
り
と
見
え
た
り
。
兼
俱
卿
、
元
来
、
博
識
の
人
に
て
、
天
台
真
言
の
僧

『
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知
辺
草
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道
に
つ
い
て�

中
尾
　
友
香
梨

中
尾
　
健
一
郎



21

侶
な
ど
に
『
中
臣
祓
』
な
ど
を
教
へ
、
神
道
の
口
決
な
ど
少
々
伝
へ
て
、
仏

家
の
加
持
の
仕
か
た
、
印
明
祈
禱
の
法
な
ど
を
習
ひ
、
其
上
、
儒
家
の
五
行

の
配
当
を
か
り
、
彼
是
を
調
合
し
て
、
吾
神
道
に
附
会
し
、
三
元
神
道
、
或

は
十
八
神
道
と
云
事
を
建
立
有
た
る
也
。
又
、
横
川
禅
師
と
心
を
合
せ
、「
天

の
七
星
が
天
降
り
、
神
道
を
横
川
と
兼
俱
に
伝
へ
た
り
」
な
ど
ゝ
偽
り
、
神

道
加
持
な
ど
云
事
を
被
始
し
は
、
世
を
渡
る
べ
き
当
時
の
方
便
成
べ
し
。
又
、

其
頃
は
、
弘
法
、
伝
教
な
ど
の
両
部
習
合
の
説
も
流
行
せ
し
な
る
べ
け
れ
ば
、

是
を
も
盗
み
、
儒
家
の
易
を
も
配
剤
し
、
家
伝
の
唯
一
を
も
混
合
し
、
彼
是

を
和
物
し
て
、
一
種
の
神
道
を
拵
へ
被
出
し
と
見
へ
た
り
。〔
二
十
〕

応
仁
の
乱
後
、
存
続
の
危
機
に
瀕
し
た
吉
田
家
を
救
う
た
め
に
、
兼
俱
が
神
道

に
仏
教
と
儒
教
を
取
り
入
れ
て
拵
え
た
の
が
、
三
元
神
道
ま
た
は
十
八
神
道
と
称

す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
兼
俱
が
神
道
に
仏
教
を
取
り
入
れ
た
の
は
、
世
を
渡

る
た
め
の
方
便
で
あ
り
、
当
時
流
行
し
た
空
海
・
最
澄
の
両
部
習
合
の
説
を
盗
み
、

儒
教
の
易
を
配
剤
し
、
家
伝
の
唯
一
神
道
も
混
合
し
て
、
で
っ
ち
上
げ
た
の
が
こ

の
神
道
で
あ
る
と
酷
評
す
る
。

両
部
神
道
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

真
言
密
教
始
て
日
本
に
渡
る
。
金
胎
両
部
と
云
事
有
に
よ
つ
て
、
空
海
、
此

国
の
神
書
を
悉
く
仏
教
に
取
な
し
、
神
仏
を
同
体
異
名
と
し
、
両
部
神
道
と

云
物
を
拵
へ
た
る
也
。
畢
竟
す
る
処
は
、
弘
法
、
伝
教
、
慈
覚
、
智
証
の
四
大

師
、
日
本
は
神
国
な
る
が
故
、
人
多
く
神
を
敬
す
る
を
見
て
、
神
仏
不
二
の
習

合
を
は
じ
め
、
仏
法
を
此
国
に
弘
む
る
の
方
便
と
せ
し
も
の
也
。〔
二
十
一
〕

真
言
密
教
の
日
本
に
伝
わ
っ
た
後
、
僧
侶
た
ち
が
日
本
は
神
国
な
る
ゆ
え
神
を

敬
う
人
が
多
い
の
を
見
て
、
仏
教
を
こ
の
国
に
広
め
る
た
め
の
方
便
と
し
て
、
神

仏
不
二
の
習
合
な
る
も
の
を
始
め
た
と
、
や
は
り
辛
辣
な
批
評
を
し
て
い
る
。

斎
元
神
道
に
つ
い
て
は
、

斎
元
の
神
道
と
称
し
て
一
流
を
建
立
し
た
る
事
は
、
近
代
、
黒
滝
の
潮
音
と

云
禅
僧
の
『
大
成
経
』
と
云
書
を
偽
作
せ
し
よ
り
始
る
也
。〔
二
十
二
〕

と
、
そ
も
そ
も
経
典
自
体
が
偽
作
で
あ
る
と
断
じ
る
。

二
　
吉
田
神
道
と
垂
加
神
道
へ
の
批
判

中
世
以
降
の
神
道
の
諸
流
を
悉
く
否
定
し
た
幽
林
舎
散
人
の
筆
鋒
は
、
さ
ら
に

吉
田
神
道
と
垂
加
神
道
に
向
か
う
。

或
問
、
今
世
に
云
、
唯
一
宗
源
の
神
道
は
、
上
代
よ
り
の
正
伝
、
疑
も
な
き

事
候
や
。
答
曰
、
今
の
唯
一
神
道
伝
書
の
内
に
は
、
後
世
の
附
会
と
見
え
た

る
所
多
し
。
相
伝
の
書
を
委
く
按
れ
ば
、
兼
俱
卿
な
ど
の
儒
書
を
牽
合
し
た

る
も
、
相
残
れ
る
と
見
え
、
五
行
の
配
当
な
ど
も
有
之
候
。〔
二
十
三
〕

吉
田
神
道
（
唯
一
宗
源
神
道
）
は
上
代
よ
り
の
正
伝
と
い
わ
れ
る
も
の
の
、
今

の
伝
書
に
は
儒
書
か
ら
の
牽
合
、
五
行
の
配
当
な
ど
、
後
世
の
附
会
と
見
え
る
部

分
が
多
い
と
指
摘
す
る
。

そ
し
て
、
山
崎
闇
斎
が
附
会
を
排
除
し
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

山
崎
敬
義
は
、
吉
川
惟
足
翁
を
師
と
し
、
正
伝
を
受
て
、
邪
説
の
附
会
を
廃

し
、
伊
勢
を
始
め
諸
大
社
の
古
伝
を
索
捜
し
、
古
へ
の
実
伝
を
得
た
る
事
多

し
。
其
内
に
も
庚
申
伝
の
如
き
は
、
奥
州
会
津
の
望
月
新
兵
衛
安
勝
よ
り
伝

へ
ら
れ
し
と
也
。〔
二
十
三
〕

し
か
し
そ
の
一
方
、
闇
斎
が
『
中
臣
祓
風
水
草
』
に
伊
勢
の
神
道
五
部
書
を
取

り
入
れ
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。

さ
れ
ど
も
、
伊
勢
の
度
会
延
佳
に
従
ひ
て
、
五
部
の
書
説
を
信
ぜ
ら
れ
た
る
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と
見
え
て
、『
風
水
草
』
に
も
専
ら
五
部
の
書
を
引
れ
た
る
は
、
垂
加
の
誤
と

云
べ
し
。〔
二
十
三
〕

伊
勢
の
神
道
五
部
書
は
偽
書
で
あ
る
こ
と
が
、
吉
見
幸
和
の
『
五
部
書
説
弁
』

（
元
文
元
年
［
一
七
三
六
］）
に
よ
っ
て
す
で
に
論
証
さ
れ
て
い
た
。
幽
林
舎
散
人

の
批
判
は
こ
れ
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

批
判
は
さ
ら
に
闇
斎
の
弟
子
た
ち
に
も
及
ぶ
。

玉
木
正
英
の
『
藻
塩
草
』、
岡
田
磐
斎
の
『
日
陰
草
』
の
作
、
弥
委
し
く
し

て
、
弥
古
の
意
に
た
が
へ
る
処
有
べ
き
か
と
思
は
る
。〔
二
十
三
〕

玉
木
正
英
（
葦
斎
）
は
闇
斎
と
そ
の
後
継
者
で
あ
る
正
親
町
公
通
か
ら
教
え
を

受
け
た
人
物
で
あ
り
、
岡
田
磐
斎
は
そ
の
弟
子
に
あ
た
る
。
幽
林
舎
散
人
は
葦
斎

や
磐
斎
に
よ
る
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
の
注
釈
が
詳
し
す
ぎ
る
の
で
、
古
意
に
違

え
る
部
分
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
と
見
て
い
る
。
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

上
世
口
づ
か
ら
伝
へ
来
る
天
人
唯
一
の
神
道
も
、
後
世
に
至
り
、
吉
田
家
の

真
伝
に
益
潤
色
を
加
へ
て
、
古
意
を
失
へ
る
事
多
か
る
べ
し
と
思
は
る
。
垂

加
翁
の
『
原
根
録
』、
五
鰭
翁
の
『
玉
籤
集
』
の
作
、
是
也
。
就
中
、
五
十
一

通
の
切
紙
伝
、
三
十
六
通
の
口
決
、
其
外
五
部
の
書
伝
等
に
は
正
偽
相
混
ぜ

る
か
と
見
へ
て
、
疑
ひ
無
き
に
し
も
非
ず
。〔
二
十
三
〕

吉
田
家
の
真
伝
に
潤
色
を
加
え
て
古
意
を
失
っ
た
著
作
と
し
て
、『
原
根
録
』
と

『
玉
籤
集
』
を
あ
げ
る
。『
原
根
録
』
を
闇
斎
の
著
作
と
し
て
い
る
が
、
両
書
は
い

ず
れ
も
葦
斎
の
作
で
あ
る
。
五
鰭
は
葦
斎
の
別
号
。
垂
加
神
道
の
重
要
な
文
献
で

あ
る
二
つ
の
書
物
に
対
し
て
、
幽
林
舎
散
人
は
疑
い
の
目
を
向
け
て
い
る
の
で
あ

る
。
特
に
切
紙
伝
、
口
決
、
五
部
の
書
伝
な
ど
は
、
正
偽
が
混
在
す
る
と
考
え
る
。

こ
れ
ら
の
言
説
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
幽
林
舎
散
人
は
吉
田
神
道
と
垂
加
神
道

に
対
し
て
懐
疑
的
、
批
判
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
前
節
で
見
た
他
の
諸

流
に
対
す
る
手
厳
し
い
批
評
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
慎
重
で
あ
り
、
反

垂
加
と
は
大
き
な
距
離
が
あ
る
。

三
　
垂
加
神
道
の
伝
授

幽
林
舎
散
人
は
垂
加
神
道
を
修
め
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
判
断
す
る
根
拠
の
一

つ
は
、
ま
ず
次
の
一
文
に
あ
る
。

今
畿
内
の
大
和
国
は
、
往
昔
天
照
大
神
の
都
し
給
へ
る
国
に
し
て
〔
九
〕

天
孫
降
臨
、
つ
ま
り
天
照
大
神
は
天
上
に
い
て
、
孫
の
瓊
々
杵
尊
を
高
天
原
か

ら
日
向
の
高
千
穂
峰
に
降
臨
さ
せ
た
と
い
う
考
え
は
、
宣
長
以
降
の
復
古
神
道
に

よ
っ
て
広
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
儒
者
た
ち
は
神
代
を
歴
史
事
実
と
し
て
合
理

的
に
解
釈
し
た
の
で
、
高
天
原
も
天
上
の
場
所
で
は
な
く
、
地
上
の
場
所
で
あ
る

と
理
解
し
た
。
し
た
が
っ
て
天
孫
降
臨
と
は
、
天
上
か
ら
地
上
へ
垂
直
に
下
り
て

き
た
の
で
は
な
く
、
地
上
で
水
平
に
遷
幸
し
た
こ
と
で
あ
る
と
解
釈
し
た
。
こ
れ

が
儒
家
神
道
と
国
学
神
道
の
分
岐
点
で
も
あ
る （
２
）。

垂
加
神
道
で
は
、
高
天
原
は
大
和
国
高
市
郡
菅
原
の
皇
居
で
あ
り
、
天
照
大
神

は
そ
こ
で
即
位
し
た
と
さ
れ
る
。
右
の
一
文
は
、
そ
の
よ
う
な
考
え
を
前
提
に
し

て
お
り
、
も
し
著
者
が
復
古
神
道
を
修
め
た
人
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
発
言
は

あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、「
十
種
神
宝
の
奥
秘
、
吉
田
の
唯
授
一
人
伝
、
三
種
、
神
籬
の
大
事
は
、

古
来
よ
り
の
相
伝
成
べ
し
」〔
二
十
三
〕
と
も
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
記
述
も
彼

が
垂
加
神
道
の
人
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
右
に
挙
げ
る
諸
秘
伝
は
、
垂
加
神
道
の

要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

秘
伝
を
あ
え
て
和
学
の
手
引
き
書
に
記
す
理
由
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
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べ
る
。瓊

矛
に
は
深
重
の
秘
決
奥
旨
有
。
紙
筆
に
顕
す
は
其
恐
れ
少
な
か
ら
ず
と
い

へ
ど
も
、
深
く
ひ
め
置
て
は
、
道
の
明
な
ら
ざ
る
を
愁
て
、
今
一
端
を
挙
げ

て
い
は
ゞ
〔
十
一
〕

こ
れ
は
幽
林
舎
散
人
が
瓊
矛
の
秘
伝
を
受
け
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
秘

伝
だ
か
ら
と
い
っ
て
深
く
秘
め
て
お
い
て
は
、
道
が
明
ら
か
に
さ
れ
ず
埋
も
れ
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
あ
え
て
そ
の
一
端
を
書
き
記
す
と
い
う
。

で
は
、
幽
林
舎
散
人
は
誰
か
ら
秘
伝
を
受
け
た
の
か
。
具
体
的
な
推
測
は
第
七

節
に
譲
る
が
、
ま
ず
〔
二
十
三
〕
の
末
尾
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

今
垂
加
翁
已
来
相
承
の
諸
伝
の
内
に
、
後
世
の
鑿
説
か
と
思
し
き
所
を
挙
て

贅
せ
ざ
る
は
、
先
師
の
伝
ふ
る
処
を
蔑
如
す
る
に
似
た
れ
ば
、
措
て
論
ぜ
ず

し
て
や
み
ぬ
。

闇
斎
以
来
の
垂
加
神
道
の
諸
伝
の
中
に
も
、
後
世
に
加
え
ら
れ
た
信
憑
性
の
薄

い
説
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
い
ち
い
ち
あ
げ
つ
ら
う
と
、
先
師
（
亡
く
な
っ
た
師
）

よ
り
伝
え
ら
れ
た
学
説
を
蔑
む
よ
う
な
こ
と
に
な
る
の
で
、
と
り
あ
え
ず
措
い
て

論
じ
な
い
と
い
う
。

こ
の
記
述
か
ら
推
測
さ
れ
る
の
は
、
か
つ
て
幽
林
舎
散
人
は
師
に
つ
い
て
垂
加

神
道
を
学
び
、
秘
伝
も
授
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

四
　
橘
家
神
道
の
秘
伝

『
和
学
知
辺
草
』
は
、
吉
田
神
道
と
は
別
に
伝
わ
る
古
い
神
道
と
し
て
、
宇
佐
、

出
雲
な
ど
諸
大
社
の
神
道
の
ほ
か
に
、
橘
家
神
道
を
あ
げ
る
。
橘
家
神
道
は
奈
良

時
代
に
橘
諸
兄
に
よ
っ
て
創
め
ら
れ
た
。
後
裔
を
名
乗
る
薄
以
量
（
梅
宮
神
社
の

神
官
）
に
至
る
ま
で
代
々
伝
え
ら
れ
、
そ
の
五
代
の
孫
薄
田
以
貞
か
ら
玉
木
葦
斎

に
伝
授
さ
れ
て
、
垂
加
神
道
の
一
支
流
と
な
っ
た
。

『
和
学
知
辺
草
』
の
橘
家
神
道
に
関
す
る
記
述
は
、『
橘
家
神
軍
伝
』『
橘
家
鳴
弦

口
伝
』
の
記
述
と
大
き
く
重
な
る
（
稿
末
の
「
比
較
対
照
表
」
を
参
照
）。
必
ず
し

も
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
も
と
も
と
口
伝
で
あ
り
、
聞
き
違
い
や

記
憶
違
い
な
ど
は
充
分
に
あ
り
得
る
。
幽
林
舎
散
人
が
『
和
学
知
辺
草
』
に
記
す

際
に
多
少
ア
レ
ン
ジ
し
た
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。

『
橘
家
神
軍
伝
』『
橘
家
鳴
弦
口
伝
』
は
、『
橘
家
蟇
目
伝
』
と
合
わ
せ
て
、
橘
家

神
道
で
最
も
大
切
に
さ
れ
る
秘
伝
で
あ
る
。
幽
林
舎
散
人
が
こ
れ
ら
の
秘
伝
を
知
っ

て
い
る
と
い
う
の
は
、
橘
家
神
道
の
伝
承
者
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
深
く
秘

め
て
お
く
べ
き
秘
伝
の
一
部
を
、
あ
え
て
紙
筆
に
顕
し
た
の
は
、
前
節
で
見
た
よ

う
に
、
こ
の
道
が
埋
も
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
恐
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

日
本
が
勇
み
悦
ぶ
事
を
貴
ぶ
国
風
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。

又
、
庶
民
と
い
へ
ど
も
、
日
月
を
祭
る
。
橘
家
の
伝
に
、
日
待
の
式
有
。
琴

板
を
打
て
、
歌
を
う
た
ふ
。
古
の
遺
法
也
。〔
十
六
〕

日
待
の
式
と
は
、
一
族
が
集
ま
り
、
前
夜
よ
り
物
忌
み
、
潔
斎
し
て
日
の
出
を

待
つ
儀
式
で
あ
る
。
神
の
来
臨
を
迎
え
る
信
仰
形
式
の
現
わ
れ
と
さ
れ
る
。
橘
家

の
伝
に
日
待
の
式
が
あ
り
、
そ
の
儀
式
で
は
、
琴
板
を
打
ち
鳴
ら
し
、
歌
を
う
た

う
と
、
か
な
り
具
体
的
に
書
い
て
い
る
の
は
、
や
は
り
幽
林
舎
散
人
が
橘
家
神
道

を
よ
く
知
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

神
宮
文
庫
の
『
橘
家
日
待
之
伝
』
に
は
、「
終
夜
祓
遠
修
志
琴
板
遠
拍
弖
神
歌
遠

謡
布
琴
板　

神

歌
奥
仁
記
」
と
、
こ
の
儀
式
が
記
さ
れ
て
お
り
、
読
み
や
す
い
和
文
に
改
め
る
と
、

「
終
夜
、
祓
を
修
し
、
琴
板
を
拍う

つ

て
、
神
歌
を
謡う

た
ふ〔

琴
板
を
布
く
。
神
歌
は
奥
に
記
す
〕」
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と
な
ろ
う
。
幽
林
舎
散
人
の
記
述
と
一
致
す
る
。
該
資
料
の
奥
に
は
「
橘
朝
臣
以

貞
在
判
」「
玉
木
正
英
在
判
」「
岡
田
正
利
在
判
」
と
、
以
貞
・
葦
斎
・
磐
斎
の
三

人
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

五
　
国
学
（
古
学
）
の
影
響

垂
加
神
道
を
修
め
、
さ
ら
に
そ
の
一
支
流
で
あ
る
橘
家
神
道
の
秘
伝
ま
で
受
け

た
と
推
定
さ
れ
る
幽
林
舎
散
人
で
あ
る
が
、
新
し
く
台
頭
し
た
国
学
（
古
学
）
の

影
響
を
受
け
て
、
自
ら
が
学
ん
だ
垂
加
神
道
に
対
し
て
懐
疑
的
、
批
判
的
に
な
っ

て
い
た
。

真
淵
の
『
国
意
考
』（
明
和
二
年
［
一
七
六
五
］
頃
成
立
）
の
言
説
か
ら
見
よ
う
。

	

神
世
の
巻
の
こ
と
を
言
人
多
き
が
、
そ
を
聞
ば
、
万
に
か
ま
へ
て
心
深
く
、

神
代
の
こ
と
を
目
の
前
に
み
る
が
ご
と
く
い
ひ
て
、（
中
略
）
さ
も
こ
そ
ふ
り

に
し
こ
と
よ
く
知
つ
ら
む
と
お
も
ひ
て
、
そ
れ
が
か
け
る
物
な
ど
を
、
見
聞

も
の
す
る
に
、
古
へ
の
こ
と
は
一
つ
も
知
侍
ら
ざ
る
也
。
然
る
を
、
古
へ
の

人
の
代
を
し
ら
で
、
い
と
の
き
て
神
代
の
こ
と
を
ば
知
べ
き
も
の
か
は
。

	

こ
は
か
の
唐
国
の
文
ど
も
す
こ
し
見
て
、
そ
れ
が
下
れ
る
世
に
宋
て
ふ
代

あ
り
て
、
い
と
ゞ
せ
ば
き
儒
の
道
を
ま
た
〳
〵
狭
く
、
理
り
も
て
い
ひ
つ
の

れ
る
を
う
ら
や
み
て
、
ひ
そ
か
に
こ
ゝ
の
神
代
の
こ
と
に
う
つ
し
た
る
も
の

也
け
り
。

	

さ
る
故
に
、
ふ
つ
に
文
み
ぬ
人
は
さ
も
こ
そ
と
お
も
ふ
を
、
少
し
も
や
ま

と
の
文
・
唐
の
文
し
れ
る
人
は
、
お
も
ひ
そ
へ
た
る
こ
と
を
知
て
笑
ぞ
か
し
。

そ
も
〳
〵
か
し
こ
に
も
い
と
上
つ
代
に
は
、
何
の
こ
と
か
有
し
。
其
後
に
人

の
つ
く
り
し
こ
と
ゞ
も
な
れ
ば
、
こ
ゝ
に
も
作
り
侍
る
べ
き
こ
と
ゝ
お
も
ふ

に
や
。
人
の
心
も
て
作
れ
る
こ
と
は
、
違
ふ
こ
と
多
ぞ
か
し （
３
）。

大
意
を
述
べ
る
。『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
の
こ
と
を
論
じ
る
人
は
多
い
が
、
そ
の

話
を
聞
け
ば
、
ま
る
で
見
て
き
た
か
の
よ
う
に
詳
し
い
。
そ
ん
な
に
も
古
い
時
代

の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
な
あ
と
思
っ
て
、
そ
の
人
が
書
い
た
も
の
を
、
見
た

り
聞
い
た
り
す
る
と
、
古
の
こ
と
は
一
つ
も
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
古
代
の
こ
と

を
知
ら
ず
、
と
り
わ
け
神
代
の
こ
と
だ
け
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
こ

れ
は
中
国
の
書
物
な
ど
を
少
し
読
ん
で
、
古
代
か
ら
遠
く
下
っ
た
宋
代
に
、
た
だ

で
さ
え
狭
い
儒
学
の
道
を
さ
ら
に
狭
く
し
て
、
理
屈
を
つ
け
て
古
代
の
こ
と
を
言

い
つ
の
る
の
を
羨
ん
で
、
ひ
そ
か
に
神
代
の
こ
と
に
転
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
わ
け
で
、
ま
っ
た
く
書
物
を
読
ま
な
い
人
な
ら
、
い
か
に
も
そ
う
で
あ

る
と
思
う
だ
ろ
う
が
、
少
し
で
も
日
本
の
書
物
や
唐
土
の
書
物
を
読
ん
で
い
る
人

な
ら
ば
、
中
国
の
こ
と
を
思
慕
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
笑
っ
て
し
ま
う
。
そ
も

そ
も
唐
土
も
上
代
に
は
何
も
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
を
後
世
に
儒
学
の
道

を
作
っ
て
解
釈
す
る
の
を
見
て
、
日
本
で
も
作
る
べ
き
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

人
間
の
心
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
は
、
誤
り
が
多
い
の
で
あ
る
。

垂
加
神
道
家
た
ち
に
よ
る
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
の
詳
し
い
解
釈
を
揶
揄
す
る

真
淵
の
こ
れ
ら
の
言
説
と
、
本
稿
第
二
節
で
見
た
玉
木
葦
斎
や
岡
田
磐
斎
に
よ
る

『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
の
注
釈
書
を
批
判
す
る
幽
林
舎
散
人
の
発
言
は
、
軌
を
一
に

し
て
い
る
。
幽
林
舎
散
人
は
真
淵
の
『
国
意
考
』
を
読
ん
だ
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、

夫
れ
神
と
は
、
唐
土
に
て
い
ふ
処
は
天
地
陰
陽
の
霊
妙
な
る
を
さ
し
て
神
と

名
付
。
是
、
空
理
に
し
て
体
な
し
。
吾
国
に
て
神
と
云
は
、
彼
の
空
理
の
神

と
は
遥
に
異
に
し
て
、
今
現
に
禁
中
に
ま
し
ま
す
当
今
の
天
子
の
御
先
祖
の

神
也
。
其
神
の
始
め
給
ひ
伝
へ
給
へ
る
故
に
、
神
道
と
は
い
ふ
也
。〔
十
一
〕

と
い
っ
た
『
和
学
知
辺
草
』
の
記
述
は
、
明
ら
か
に
宣
長
の
、
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か
し
こ
に
し
て
は
、
い
は
ゆ
る
天
地
陰
陽
の
霊
を
神
と
い
ふ
め
れ
ば
、
神
て

ふ
物
は
も
と
空
理
也
。
さ
れ
ば
有
や
無
や
の
う
た
が
ひ
さ
へ
あ
り
て
さ
だ
か

な
ら
ず
。
大
御
国
の
神
は
か
れ
と
は
は
る
か
に
異
に
し
て
、
今
の
現
に
御
宇

天
皇
命
の
皇
祖
を
神
と
申
て
、
其
神
の
始
め
給
ひ
伝
へ
給
へ
る
故
に
、
神
の

道
と
申
す
に
こ
そ
あ
れ （
４
）。（『
直
霊
』
明
和
八
年
［
一
七
七
一
］
成
立
）

を
ふ
ま
え
て
い
る
。

た
だ
国
学
に
関
し
て
は
、
垂
加
神
道
の
よ
う
に
師
に
つ
い
て
学
ん
だ
形
跡
が
、

『
和
学
知
辺
草
』
の
記
述
か
ら
は
窺
え
ず
、
国
学
者
た
ち
の
著
作
か
ら
影
響
を
受
け

た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。『
和
学
知
辺
草
』
に
お
け
る
国
学
の
影
響
は
、
当
然
な
が

ら
神
道
に
限
定
さ
れ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
に
及
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
、

す
べ
て
人
の
心
よ
り
な
せ
る
も
の
は
方ケ

タ

也
。
自
ら
な
る
も
の
は
丸
し
。
儒
学

者
流
の
説
の
如
き
は
、
人
の
智
を
以
方ケ

タ

に
作
れ
る
文
書
を
見
て
、
吾
国
の
お

の
づ
か
ら
天
地
の
丸
き
に
か
な
へ
る
広
き
道
を
し
ら
で
い
へ
る
も
の
也
。
其

自
ら
丸
き
と
云
事
を
挙
て
い
は
ゞ
、
天
の
形
も
丸
く
、
地
の
形
も
丸
く
、
日

月
も
丸
く
、
海
水
も
丸
く
、
人
の
頭
も
丸
く
、
鳥
獣
の
形
も
大
か
た
丸
く
、

草
木
の
実
も
丸
く
、
花
の
形
も
丸
き
也
。〔
十
八
〕

と
い
っ
た
記
述
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
『
国
意
考
』
の
、

唐
国
の
学
び
は
、
其
始
人
の
心
も
て
作
れ
る
も
の
な
れ
ば
、
け
た
に
た
ば
か

り
有
て
心
得
安
し
。
我
す
べ
ら
御
国
の
古
へ
の
道
は
、
天
地
の
ま
に
〳
〵
丸

く
平
ら
か
に
し
て
、
人
の
心
詞
に
い
ひ
つ
く
し
が
た
け
れ
ば
、
後
の
人
知
え

が
た
し
。（
中
略
）
凡
天
地
の
ま
に
〳
〵
、
月
日
を
初
て
お
の
づ
か
ら
有
物

は
、
皆
丸
し
。

に
拠
っ
て
お
り
、

惣
じ
て
吾
国
の
古
へ
は
、
同
母
兄
弟
夫
婦
と
成
事
を
忌
て
、
異
母
の
兄
弟
は

上
下
共
に
夫
婦
と
成
事
を
禁
ぜ
ず
。〔
十
八
〕

と
い
っ
た
記
述
も
、
宣
長
の

又
、
同
母
兄
弟
の
婚
は
忌
て
、
異
母
兄
弟
は
忌
ざ
る
も
、
皇
神
の
道
也
。（『
葛

花
』
下
）

に
拠
っ
て
い
る
。

同
様
の
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
幽
林
舎
散
人
は
新
し
く
台
頭
し
た
国
学

者
た
ち
の
著
作
を
貪
欲
に
読
み
あ
さ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

同
じ
く
幽
林
舎
散
人
の
知
識
の
源
泉
の
一
つ
に
な
っ
た
書
物
に
、
武
田
大
の
『
大

和
三
教
論
』
が
あ
る
。
該
書
は
浪
華
の
僧
侶
た
ち
の
出
資
に
よ
っ
て
上
梓
さ
れ
て

お
り
、
題
の
と
お
り
儒
教
・
仏
教
・
神
道
の
三
教
一
致
を
論
じ
る
。
神
道
の
角
度

か
ら
い
え
ば
、
習
合
神
道
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
り
、
幽
林
舎
散
人
と
は
学
問
的

立
場
が
異
な
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
幽
林
舎
散
人
は
こ
の
書
物
か
ら
多
く
の
知

識
を
得
て
い
る
。
そ
の
範
囲
は
広
く
、
国
学
の
影
響
と
同
様
に
、
神
道
に
限
定
さ

れ
ず
言
語
、
儒
学
な
ど
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
る
の
で
、
い
ず
れ
稿
を
改
め
て
論

じ
る
こ
と
に
す
る
。

六
　
著
者
の
幽
林
舎
散
人

『
和
学
知
辺
草
』
の
著
者
、
幽
林
舎
散
人
は
、
中
原
氏
を
名
乗
っ
た
小
城
藩
医
・

松
隈
亨
安
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
注
釈
本
の
冒
頭
で
も
ふ
れ

た
が
、
改
め
て
少
し
詳
し
く
述
べ
る
。

松
隈
家
は
代
々
、
佐
賀
藩
と
小
城
藩
の
藩
医
を
つ
と
め
た
。
祖
・
竜
意
に
つ
い

て
、
小
城
藩
初
代
藩
主
元
茂
の
年
譜
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

直
茂
公
ハ
松
隈
竜
意
に
和
歌
を
御
学
ひ
被
成
候
、
右
竜
意
と
云
ハ
、
元
来
上
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方
最
上
家
の
歴
々
に
て
、
彼
家
騒
乱
の
時
、
筑
後
へ
浪
牢
し
け
る
、
本
名
ハ

松
隈
備
前
守
と
云
、
法
体
し
て
竜
意
と
号
し
、
其
頃
名
高
き
和
歌
の
達
人
也
、

天
正
年
中
大
友
の
乱
を
さ
け
て
肥
前
に
来
る
、
直
茂
公
の
招
に
応
し
て
和
歌

の
御
師
範
を
申
上
、
其
後
禄
を
給
り
御
家
中
と
成
、
松
隈
六
左
衛
門
ハ
嫡
流

也
、
其
庶
流
医
術
を
以
被
召
出
、
眼
科
本
道
を
業
と
す
、
子
孫
佐
嘉
・
小
城

両
家
に
分
れ
、
御
家
中
に
有 （
５
）。

も
と
は
上
方
の
最
上
家
の
人
で
、「
名
高
き
和
歌
の
達
人
」
で
あ
っ
た
が
、
筑
後

へ
流
れ
、
の
ち
佐
賀
藩
祖
直
茂
に
招
か
れ
て
和
歌
の
師
範
と
な
っ
た
。
子
孫
の
庶

流
は
、
佐
賀
藩
と
小
城
藩
の
藩
医
と
な
り
、
眼
科
と
本
道
（
内
科
）
を
家
業
と
し
た
。

医
者
に
な
っ
た
松
隈
家
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、『
葉
隠
聞
書
校
補
』
に
次
の
よ
う

に
あ
る
。

	

或
人
之
咄
に
、
松
隈
前
ノ
亨
菴

○
松
隈
法
橋
亨
菴
玄
磋
、
父
安
斎
玄
祐
と
云
、
玄
磋
元
茂
殿
御
附
人
、
万
治

三
年
五
月
朔
日
死
、
琢
外
玄
磋
、
子
法
橋
亨
安
意
仙
、
孫
甫
菴
尚
美
、
尚
美

宝
永
三
年
被
召
出
、
同
五
年
物
成
八
拾
石
被
下
之
、
六
代
之
孫
元
南
尚
贇
也

亨
菴
玄
磋
（
父
は
安
斎
玄
祐
）
の
と
き
、
元
茂
の
侍
医
に
な
っ
て
小
城
藩
へ
移

り
、
玄
磋
は
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
に
没
し
た
。
法
名
は
琢
外
玄
磋
。
玄
磋
の

子
は
亨
安
意
仙
、
孫
は
甫
菴
尚
美
で
あ
る
。
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
に
尚
美
が

佐
賀
藩
に
召
し
出
さ
れ
て
藩
医
と
な
っ
た
。

佐
賀
藩
医
に
な
っ
た
の
は
分
家
で
あ
り
、
本
家
は
小
城
藩
医
を
続
け
た
。
小
城

藩
医
と
し
て
の
松
隈
は
代
々
「
亨
安
」（「
亨
庵
」「
亨
菴
」「
享
安
」
な
ど
と
も
表

記
）
を
名
乗
っ
て
い
る
。
右
掲
の
記
事
の
冒
頭
に
「
松
隈
前
ノ
亨
菴
」
と
あ
る
の

も
、
そ
れ
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。
小
城
藩
主
の
年
譜
や
『
小
城
藩
日
記
』
に
は
、
寛
永

七
年
（
一
六
三
〇
）
頃
か
ら
「
松
隈
享
安
」
の
名
が
登
場
し
て
、
幕
末
ま
で
続
い

て
い
る
。

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
九
月
十
六
日
の
『
小
城
藩
日
記
』
に
、「
松
隈
亨
安

義
、
今
度
御
減
少
ニ
付
而
役
方
被
差
免
候
、
尤
御
病
中
之
義
者
、
是
迄
之
通
被
相

勤
候
様
旁
被
相
達
候
」
と
あ
る （
６
）。
こ
の
人
物
こ
そ
、
幽
林
舎
散
人
で
あ
ろ
う
。

『
和
学
知
辺
草
』
自
叙
冒
頭
の
「
寛
政
三
と
せ
秋
の
頃
し
も
、
印
を
解
事
を
得
て
し

か
ば
」
の
記
述
と
も
合
致
す
る
。

実
は
こ
れ
を
遡
る
こ
と
十
年
ほ
ど
前
か
ら
、
亨
安
は
す
で
に
隠
居
を
願
い
出
て

い
た
。
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
三
月
二
十
一
日
の
『
小
城
藩
日
記
』
に
、
松
隈

亨
安
か
ら
二
年
前
に
隠
居
願
が
出
さ
れ
て
認
め
ら
れ
ず
、
こ
の
た
び
再
度
提
出
さ

れ
た
が
、
や
は
り
認
め
ら
れ
ず
、
新
藩
主
（
七
代
直
愈
）
が
入
部
し
た
と
き
に
再

び
願
い
出
る
よ
う
に
と
、
隠
居
願
を
差
し
戻
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

亨
安
は
前
述
の
よ
う
に
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
に
六
十
歳
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
た
こ
と
が
自
叙
か
ら
知
ら
れ
る
の
で
、
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
頃
の

生
ま
れ
と
推
定
さ
れ
る
。
明
和
九
年
に
は
三
十
八
歳
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
た
で
あ

ろ
う
。

こ
の
年
、
亨
安
は
鍋
島
直
嵩
（
一
七
五
三
～
八
三
）
が
主
催
し
た
十
三
回
の
歌

合 （
７
） 

に
毎
回
出
席
し
て
い
る
。
し
か
も
、
と
き
に
は
判
者
を
つ
と
め
て
活
躍
し
て

い
る
。
毎
回
、
藩
主
家
の
人
々
の
次
に
登
場
し
て
お
り
、
直
嵩
歌
壇
お
よ
び
そ
の

文
芸
サ
ロ
ン
に
お
い
て
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
と
見
て
間
違
い
な
い
。

直
嵩
は
小
城
藩
六
代
藩
主
直
員
の
長
男
で
あ
る
。
病
弱
の
た
め
、
藩
主
へ
の
道

を
弟
の
直
愈
に
譲
り
、
自
身
は
和
歌
を
は
じ
め
学
芸
に
潜
心
し
た
。
五
条
家
出
身

の
母
、
静
明
院
の
影
響
も
強
く
、
二
代
藩
主
直
能
以
来
、
小
城
鍋
島
家
に
伝
わ
る

公
家
文
化
の
余
香
を
一
身
に
具
現
し
た
人
物
で
あ
る
。
三
十
一
年
の
短
い
生
涯
で

あ
っ
た
が
、
た
び
た
び
歌
合
を
主
催
し
、
冷
泉
為
村
に
点
を
受
け
た
『
続
田
心
和
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歌
集
』『
直
嵩
公
御
詠
集
』
の
ほ
か
、『
叢
桂
館
御
詠
』
な
ど
の
歌
稿
を
残
し
た
。

直
嵩
は
目
の
病
を
患
っ
て
い
た
。
亨
安
は
侍
医
を
つ
と
め
な
が
ら
、
そ
の
文
芸

活
動
を
支
え
た
と
見
え
る
。
明
和
九
年
の
歌
合
を
見
る
限
り
、「
松
隈
」「（
中
原
）

玄
廓
」「（
中
原
）
玄
庭
」
の
名
で
出
詠
し
て
お
り
、「
玄
廓
」
の
名
が
使
わ
れ
て
い

る
の
は
三
月
二
十
六
日
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
は
「
玄
庭
」
に
変
わ
る
。
二
回

目
の
隠
居
願
を
届
け
出
て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
関
係
す
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
か
ら
さ
ら
に
二
十
年
近
く
つ
と
め
て
、
六
十
歳
手
前
に
な
っ
て
よ
う
や
く

致
仕
で
き
た
。
隠
居
が
認
め
ら
れ
た
背
景
に
は
、
藩
の
物
成
の
減
少
の
ほ
か
、
跡

継
ぎ
の
成
長
が
あ
っ
た
。
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
八
月
二
十
九
日
の
『
小
城
藩

日
記
』
で
は
、
亨
安
が
藩
主
の
出
府
に
合
わ
せ
て
、
忰
を
医
学
稽
古
の
た
め
に
江

戸
へ
連
れ
て
行
き
た
い
と
願
い
出
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。

亨
安
自
身
も
若
い
頃
よ
り
、
藩
主
の
出
府
に
合
わ
せ
て
、
江
戸
に
出
る
こ
と
を

許
さ
れ
て
い
た
。
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
四
月
二
十
七
日
の
『
小
城
藩
日
記
』

に
、「
松
隈
意
仙
江
戸
御
供
被
仰
付
候
」
と
あ
る
。「
意
仙
」
は
松
隈
家
の
人
が

代
々
、
修
業
時
代
に
使
う
名
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
こ
の
意
仙
は
、
家
督
を
継
ぐ
前

の
亨
安
で
あ
る
。
二
十
二
歳
の
頃
に
江
戸
へ
の
御
供
を
許
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
江
戸
で
、
真
淵
と
そ
の
門
弟
た
ち
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
る
新
し
い
古
学
（
国

学
）
の
影
響
を
受
け
た
と
見
え
る
。

一
方
、
松
隈
家
の
人
た
ち
は
京
都
で
も
医
学
稽
古
を
し
て
い
た
。
曲
直
瀬
家
の

門
人
帳
『
当
門
弟
之
日
記
』（
杏
雨
書
屋
蔵
）
に
は
、
肥
前
松
隈
家
の
人
の
名
が
多

く
登
場
す
る
。
た
だ
現
存
す
る
門
人
帳
は
江
戸
前
期
の
も
の
で
あ
り
、
幽
林
舎
散

人
の
修
業
時
代
の
も
の
は
残
っ
て
い
な
い
。

ほ
か
に
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
閏
十
二
月
二
十
日
の
『
小
城
藩
日
記
』
に
は
、

松
隈
亨
安
が
石
薬
の
薬
種
を
長
崎
に
て
調
達
す
る
た
め
、
藩
に
借
金
を
申
し
出
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
和
学
知
辺
草
』〔
二
十
八
〕
の
末
尾
に
は
、
長
崎
で
清

の
商
人
か
ら
聞
い
た
と
す
る
話
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
薬
種
の
調
達
の
た

め
に
長
崎
に
も
出
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

江
戸
・
京
都
・
長
崎
で
得
た
幅
広
い
見
聞
が
、
亨
安
の
該
博
な
知
識
を
支
え
て

い
た
。『
和
学
知
辺
草
』
の
凡
例
に
は
、「
此
編
の
外
に
、
儒
仏
の
惣
論
、
和
漢
礼

楽
の
変
、
金
銀
銭
貨
の
沿
革
、
章
服
制
度
の
弁
、
世
間
瑣
細
の
雑
事
等
、
見
聞
の

及
処
、
古
老
の
口
実
の
耳
底
に
残
れ
る
ま
ゝ
に
書
記
し
置
べ
き
事
、
多
端
也
と
い

へ
ど
も
、
多
病
と
世
紛
に
妨
ら
る
が
故
に
、
生
涯
の
内
、
数
月
の
暇
を
得
て
、
再

び
志
を
遂
ま
く
耳
」
と
あ
る
。
し
か
し
今
の
と
こ
ろ
『
和
学
知
辺
草
』
以
外
の
著

述
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

七
　
佐
賀
の
知
識
人
た
ち
と
垂
加
神
道

小
城
鍋
島
文
庫
に
は
垂
加
神
道
の
秘
伝
書
で
あ
る
『
中
臣
祓
風
水
草
』
が
二
つ

蔵
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
小
城
藩
儒
下
川
士
行
の
旧
蔵
書
で
、
末
尾
に
松
岡
玄
達

直
筆
の
奥
書
（
漢
文
）
が
備
わ
る
。

右
『
風
水
草
』
三
巻
、
垂
加
霊
社
の
編
輯
す
る
所
な
り
。
吾
が
邦
の
上
古
、

聖
神
、
天
を
継
ぎ
極
を
建
て
て
、
以
て
天
下
後
世
の
道
を
清
明
す
。
実
に
経

済
の
大
典
な
り
。
精せ

い

深し
ん

に
非
ざ
れ
ば
、
其
の
言
外
の
意
旨
の
在
る
所
を
窺
い

知
る
能
わ
ざ
る
な
り
。
霊
社
、
晩
年
に
之
れ
を
正
親
町
従
一
位
公
通
卿
、
及

び
出
雲
路
八
塩
路
翁
に
授
く
。
翁
、
之
れ
を
玉
木
正
英
翁
に
授
く
。
翁
、
之

れ
を
予
に
授
く
。
予
、
受
け
て
読
み
て
、
深
く
笈
底
に
蔵
す
る
こ
と
久
し
。

肥
州
の
下
河
士
行
丈
、
京
師
に
遊
学
し
て
、
予
に
従
い
て
神
儒
の
諸
書
を
講

究
す
る
こ
と
多
年
。
今
、
暇
年
既
に
満
ち
、
帰
る
こ
と
忽
ち
迫
る
。
故
に
此
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の
書
を
懇こ

ん

請せ
い

す
。
予
、
其
の
尊
信
の
厚
き
に
感
じ
、
先
に
既
に
伝
う
る
に
平

日
粗ほ

ぼ
聞
く
所
の
神
籬
岩
坂
の
伝
を
以
て
す
。
今
、
併
せ
て
此
の
篇
を
授
く
。

子
、
勉
め
て
之
れ
を
読
め
。
其
の
人
に
非
ざ
れ
ば
、
猥み

だ

り
に
伝
う
る
勿
か
れ

と
爾し

か

云
う
。

	
�

原
本
三
巻
、
簡
帙
の
重
大
な
る
を
以
て
、
後
に
分
け
て
八
或
い
は
十
と
為
す
。
今
、

旧
に
復
す
と
云
う
。

	
	

延
享
丙
寅
初
夏

	
	
	
	

　

�

平
安　

松
岡
成
章
（
七
十
九
歳
老
禿
）
謹
ん
で
題
す

	
	
	
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

朱
方
印
「
埴
鈴
翁
」

	
	

　

下
河
士
行
雅
丈

大
意
を
述
べ
よ
う
。
右
『
風
水
草
』
三
巻
は
、
闇
斎
先
生
が
編
纂
し
た
も
の
で

あ
る
。
わ
が
国
の
上
古
、
神
が
天
の
意
を
受
け
て
道
徳
を
定
め
、
天
下
の
後
世
の

道
を
明
か
に
し
た
。
実
に
経
世
済
民
の
大
典
で
あ
る
。
深
く
通
暁
し
な
け
れ
ば
、

言
外
の
意
を
窺
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
闇
斎
先
生
は
、
晩
年
に
こ

れ
（
垂
加
神
道
の
秘
伝
）
を
正
親
町
公
通
卿
と
出
雲
路
信
直
翁
（
京
都
下
御
霊
社

神
官
）
に
授
け
た
。
信
直
翁
は
こ
れ
を
玉
木
葦
斎
翁
に
授
け
た
。
葦
斎
翁
は
こ
れ

を
わ
た
し
に
授
け
た
。
わ
た
し
は
こ
れ
を
読
み
、
長
い
間
、
大
切
に
蔵
し
て
い
た
。

肥
州
の
下
河
士
行
が
、
京
都
に
遊
学
し
て
、
わ
た
し
に
つ
い
て
数
年
間
、
神
儒
の

学
を
学
ん
だ
。
今
、
修
業
年
限
が
満
ち
て
、
帰
国
の
時
期
が
迫
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
わ
た
し
に
こ
の
書
（
風
水
草
）
を
懇
願
し
た
。
そ
の
尊
信
の
厚
さ
に
心
を
動
か

さ
れ
、
ま
ず
日
ご
ろ
大
ま
か
に
教
え
て
い
た
「
神
籬
磐
境
」
の
伝
を
授
け
た
。
今
、

合
わ
せ
て
こ
の
書
を
授
け
る
。
頑
張
っ
て
よ
く
読
み
な
さ
い
。
そ
し
て
、
し
か
る

べ
き
人
で
な
け
れ
ば
、
安
易
に
伝
え
な
い
よ
う
に
し
な
さ
い
。

奥
書
が
記
さ
れ
た
の
は
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
四
月
。
同
年
七
月
、
玄
達

は
死
去
し
て
お
り
、
下
川
士
行
は
最
晩
年
の
弟
子
に
あ
た
る
。
士
行
は
、
二
代
藩

主
直
能
に
仕
え
た
儒
者
下
川
三
省
の
孫
で
あ
る
。
大
潮
元
皓
の
哀
詩 （
８
） 

に
よ
っ
て
、

享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
に
生
ま
れ
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
に
死
去
し
た
こ

と
が
判
明
す
る
。

京
都
に
遊
学
し
て
、
松
岡
玄
達
の
と
こ
ろ
で
垂
加
神
道
を
学
ん
だ
こ
と
が
、
右

の
奥
書
か
ら
知
れ
る
。
詩
文
集
『
留
皮
稿
』（
鍋
島
文
庫
、
佐
賀
県
立
図
書
館
）
を

残
す
。「
深
公
陽
の
丹
後
に
還
る
を
送
る
序
」
に
、「
吾
、
幸
い
に
し
て
異
日
、
文

学
を
以
て
路
に
当
た
る
」（
原
漢
文
）
と
あ
り
、
帰
国
後
は
藩
儒
と
し
て
仕
え
る
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
た
。

修
業
年
限
が
満
ち
、
帰
国
す
る
に
際
し
て
、
師
の
玄
達
か
ら
「
神
籬
磐
境
」
の

伝
と
『
風
水
草
』
を
授
け
ら
れ
た
。
ま
た
『
留
皮
稿
』
に
は
「
書
蟇
目
秘
巻
後
」

が
収
め
ら
れ
て
お
り
、「
右
蟇
目
巻
は
、
橘
家
相
伝
の
奥
秘
な
り
。
吾
、
之
れ
を
先

師
埴
鈴
翁
に
受
け
て
、
深
く
蔵
す
」（
原
漢
文
）
と
あ
る
。『
橘
家
蟇
目
伝
』
も
玄

達
か
ら
授
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

惜
し
い
こ
と
に
、
士
行
は
明
和
三
年
に
四
十
六
歳
で
世
を
去
っ
た
。
詳
し
い
事

跡
は
わ
か
ら
な
い
が
、
同
じ
く
小
城
藩
に
仕
え
た
幽
林
舎
散
人
が
、
士
行
か
ら
垂

加
神
道
と
橘
家
神
道
の
秘
伝
を
受
け
た
可
能
性
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。
年
齢
は

士
行
の
方
が
十
四
歳
ほ
ど
上
で
あ
る
。

小
城
鍋
島
文
庫
の
も
う
一
つ
の
『
風
水
草
』
は
、
士
行
の
旧
蔵
書
よ
り
も
装
丁

が
豪
華
で
あ
る
。
蔵
書
印
が
な
い
の
で
断
定
は
で
き
な
い
が
、
藩
主
家
の
蔵
書
で

あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

同
時
代
、
小
城
藩
と
同
じ
く
佐
賀
藩
の
支
藩
で
あ
る
鹿
島
藩
に
も
、
垂
加
神
道

を
修
め
た
人
た
ち
が
い
た
。
六
代
藩
主
直
郷
と
家
臣
の
霜
村
長
盈
（
一
七
二
四

～
？
）
で
あ
る
。
直
郷
は
江
戸
で
岡
田
磐
斎
と
そ
の
門
人
井
田
道
祐
よ
り
垂
加
神
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道
の
伝
授
を
受
け
た
。
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
は
、
同
じ

く
佐
賀
藩
の
支
藩
で
あ
る
蓮
池
藩
の
四
代
藩
主
直
恒
と
共
に
、
道
祐
の
講
義
を
受

け
て
い
る （
９
）。
長
盈
は
直
郷
か
ら
伝
授
を
受
け
た
。
ま
た
、
室
鳩
巣
門
の
河
口
静

斎
に
入
門
し
て
漢
学
を
修
め （
10
）、
真
淵
に
入
門
し
て
国
学
を
修
め
た
。『
県
居
門

人
録
』
に
「
宝
暦
十
三
年
十
月
二
十
六
日　

同
所
（
麻
布
鹿
島
藩
邸
）
家
臣　

霜

邨　

彦
兵
衛
（
長
盈
）」
と
あ
る （
11
）。
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
鹿
島
藩
校
で

経
書
を
講
じ
て
お
り （
12
）、
こ
の
頃
ま
で
は
生
き
て
い
た
。

長
盈
か
ら
神
道
の
伝
授
を
受
け
た
の
は
、
岩
松
相
延
で
あ
る （
13
）。
小
城
藩
士
。

『
小
城
郡
誌
』
の
「
儒
者
」
の
項
に
、「
岩
松
左
五
六
」
と
し
て
記
さ
れ
る （
14
）。
直

嵩
の
『
明
和
九
年
歌
合
集
』
に
、
た
び
た
び
松
隈
（
幽
林
舎
散
人
）
と
一
緒
に
出

詠
し
て
お
り
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
に
は
藩
校
興
譲
館
の
教
官
を
仰
せ
つ
か
っ

て
い
る
（
小
城
藩
日
記
）。
享
和
三
年
（
一
八
〇
一
）
に
は
、『
直
能
公
御
年
譜
』

を
完
成
さ
せ
て
お
り
、
附
録
の
神
道
に
関
す
る
記
述
が
『
和
学
知
辺
草
』
の
そ
れ

と
一
部
重
な
る
の
も
興
味
深
い
。
た
と
え
ば
潮
音
と
一
緒
に
『
先
代
旧
事
本
紀
大

成
経
』
の
出
版
に
携
わ
っ
た
人
物
を
、
両
書
は
同
じ
く
「
一
色
長
左
衛
門
」
と
し

て
お
り
、
他
の
資
料
で
は
見
受
け
ら
れ
な
い
記
述
で
あ
る
。
ま
た
萩
原
兼
従
を
、

兼
治
の
長
男
で
は
な
く
、
次
男
と
す
る
の
も
、
両
書
は
共
通
し
て
い
る
。

『
直
能
公
御
年
譜
』
の
附
録
を
執
筆
し
た
人
物
を
特
定
す
る
の
は
難
し
い
が
、
そ

の
人
物
が
『
和
学
知
辺
草
』
を
読
ん
だ
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
な
お
、
岩
松
相
延

が
鹿
島
の
霜
村
長
盈
か
ら
神
道
の
伝
授
を
受
け
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
幽
林
舎
散

人
も
同
じ
く
長
盈
か
ら
学
ん
だ
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
。

佐
賀
藩
の
重
臣
で
あ
っ
た
諫
早
家
の
蔵
書
（
諌
早
市
立
諫
早
図
書
館
蔵
）
に
も
、

神
道
書
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る （
15
）。
そ
の
中
の
一
冊
、
玉
木
葦
斎
の
『
玉
籤
集
』

巻
八
末
尾
に
、
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
に
井
田
正
勝
（
道
祐
）
が
諫
早
家
第
八

代
茂
行
に
伝
授
し
た
こ
と
を
記
す
奥
書
と
道
祐
の
落
款
が
備
わ
る
。
鹿
島
藩
主
直

郷
と
同
じ
く
、
茂
行
も
江
戸
で
神
道
の
伝
授
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

小
城
、
鹿
島
、
蓮
池
、
諫
早
の
知
識
人
た
ち
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
交
流

し
て
知
識
を
共
有
し
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
掘
り
下
げ

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
を
ま
と
め
る
と
、『
和
学
知
辺
草
』
に
記
さ
れ
た
神
道
学
は
、
新
し
く
台
頭

し
た
国
学
の
影
響
を
多
分
に
受
け
た
垂
加
神
道
家
の
立
場
か
ら
論
じ
た
も
の
で
あ

る
。
垂
加
神
道
の
退
潮
と
復
古
神
道
の
興
隆
が
重
な
り
合
っ
た
時
期
に
あ
っ
て
、

そ
の
よ
う
な
時
代
の
空
気
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
。

小
城
藩
な
い
し
佐
賀
藩
全
体
が
、
や
や
も
す
れ
ば
、
幕
末
期
ま
で
神
道
学
の
空

白
地
帯
で
あ
っ
た
よ
う
に
見
な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
小
城
藩
二
代
藩
主
直
能
は
、

京
都
の
神
官
・
吉
田
兼
起
に
入
門
し
て
神
道
の
伝
授
を
受
け
て
お
り
、
領
内
の
神

職
に
も
直
能
の
門
弟
が
い
た （
16
）。
幽
林
舎
散
人
と
同
時
代
の
こ
と
で
い
え
ば
、
天

明
三
年
（
一
七
八
三
）
に
六
代
藩
主
直
員
の
三
女
親
姫
は
、
正
親
町
公
通
の
子
公

明
に
輿
入
れ
し
て
お
り
、
長
女
濃
姫
は
諫
早
茂
行
の
子
茂
成
に
嫁
い
で
い
る （
17
）。

幽
林
舎
散
人
の
神
道
学
は
、
そ
の
よ
う
な
土
壌
の
中
で
培
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

明
和
期
か
ら
寛
政
期
に
か
け
て
、
小
城
藩
、
鹿
島
藩
、
蓮
池
藩
、
諫
早
領
に
は

垂
加
神
道
を
修
め
た
藩
主
・
領
主
・
家
臣
た
ち
が
い
て
、
知
識
を
共
有
し
て
い
た
。

し
か
し
や
が
て
彼
ら
は
、
中
央
や
他
国
の
知
識
人
た
ち
と
の
交
流
、
ま
た
は
新
し

く
入
手
し
た
書
物
を
通
し
て
、
垂
加
神
道
が
す
で
に
時
代
遅
れ
と
な
り
つ
つ
あ
る

こ
と
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
時
代
の
趨
勢
の
中
で
、
彼
ら
が
自
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ら
修
め
た
学
問
を
ど
の
よ
う
に
見
つ
め
な
お
し
た
の
か
、
ま
た
新
し
く
台
頭
し
た

国
学
を
ど
の
よ
う
に
吸
収
し
た
の
か
、
そ
の
端
境
期
の
言
説
と
し
て
、『
和
学
知
辺

草
』
は
き
わ
め
て
興
味
深
い
資
料
で
あ
り
、
ま
た
重
要
で
あ
る
。

本
稿
で
は
神
道
に
焦
点
を
絞
っ
た
が
、
今
後
さ
ら
に
別
の
学
問
領
域
に
ま
で
広

げ
て
、
そ
の
資
料
的
価
値
と
学
術
史
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

本
研
究
はJSPS
科
研
費18K

00282

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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比較対照表

『和学知辺草』〔十九〕『橘家神軍伝』『橘家鳴弦口伝』

	当時、橘家の神道と称て、別に伝来るもの有。其

由来は、敏達天皇の御宇、御子難
ナン

波
バノ

親王に勅有て、

「朕が国は神国也といへ共、近頃より異国の道伝来

して、我国の道に混
コン

雑す。此故に、汝は我国の道を

子孫に相伝ふべし」とて、日神已来相伝の奥秘を親

王に附属まし〳〵給ふ。親王、広く有徳の師を尋求

て、弥、此道を研考し、是を御子孫に残し給ふの

後、橘の諸
モロ

兄
ヱ

公に至る。

	諸兄公は、天平宝字元年正月乙卯に薨じ給ふ。山

城国葛野郡梅津本郷、梅
ノ

宮若宮
ノ

相殿に坐
マス

、三
ミ

振
フリノ
霊

社、是也。諸兄公の孫、贈太政大臣清友、梅宮相殿
ノ

神也。諸兄公より十一代鎮守府将軍以綱の子早世に

より、次男広房成長の間、神道、軍法、弓矢の秘

決、大江
ノ

匡房卿、是を伝へ預る。

	同二十三代従三位以
コレ

量
カズ

卿に至て、此家を薄
スヽキ
氏とい

へり。其頃乱世の故に、領分美濃国西郷と云所へ引

退居住し給ひ、菅原
ノ

在
アリ

数の男を養て、家を継しむ。

以
コレ

緒
ヲ

と云、其子以
コレ

継
ツグ

と云。京都将軍義尚
ヒサ

の時、故有

て切腹せらる。二代にして公家の薄氏は絶たり。

	又、西郷に於て以量卿、男子を設
モウ

け給ふ。以
コレ

重
シゲ

と

云。明応五年、六十一歳にして卒す。其子重信
ノブ

の

時、武家と成、薄
スヽキ
田左馬
ノ

介と称す。池田三左衛門輝
テル

政を頼、播州へ引越す〔輝政は慶長十八年死去す。

其子武蔵守、其子新太郎光政、元和三年因州鳥取へ

移、寛永九年備前岡山え所替也〕。

	五鰭翁（玉木葦斎―私注）曰、予は橘家軍伝の内、

神軍を伝得たり。神軍と云は、我国上古よりの伝来に

して、神代の遺法也。其始、敏達天皇の御宇、御子難

波親王に勅あつて、「朕国、神国たりといへども、近頃

より異国の道伝来して、既に神道に混雑す。後世習合

せんことを恐る。汝は我邦の道を子孫に相伝せよ」と

て神道の奥秘を授与し玉ふ。親王、有徳の師を尋子、神

道を伝られ、軍伝迄も得玉ふ。

	其（難波親王―私注）子孫、葛城
ノ

大
ヲヽ

王
キミ

と申すは、御

母は犬飼の東
アヅマ

人
フト

の女なり。然に天平
ヒヤウ
の頃、表を奉て外

親へ下し置れたる。橘姓
ウヂ

を申請て橘姓となり玉ふ。即

是を堂上にて薄氏と云也。それより代々相伝て元亀の

頃、従三位以量卿に至る。

	是、大祖左大臣諸兄より二十三代にして長者を継。其

頃、乱世故、領分美濃国西
サイ

郷
ガウ

と云処へ引込居住し、菅

原在数の男を養子として家を続しむ。以緒と云。其次、

藤原言継の男を養子として家を続しむ。此を以継と云。

豊臣秀吉公の時、故有て切腹させられ、二代にして公

家の薄氏絶たり。

	又、西郷に於て以量、男子を生。以重と云〔明応五

年、以量卒。六十一歳〕。其子、重信と云。此時、武家

と成て薄田と改め、左馬助と称し、池田三左衛門輝政

を頼み、播磨国へ引越〔輝政、慶長六年より播磨国に

住し、同十八年死去。長子武蔵守相継て住す。其子新

太郎、元和三年、鳥取へ移、寛永九年、備前へ所替〕。

		（『橘家神軍伝』）

	大坂御陣の時、天満口にて左馬介軍功有。其時、

家康公には、だんだら島の御陣羽織を召て御出馬

也。姓名を御尋遊ばし、「池田武蔵守家頼の者なら

ば、思召子細有間、感状は不被下。手柄の程は見置

たるぞ」と仰有と云々。

	東照宮、大坂御陣の御時、天満口にて左馬助、軍功

有。其時、東照宮、だんだら島の御羽織を着
めし

て御出馬

にて、姓名を御尋被レ遊、「池田武蔵守家
け

頼
らい

の者ならば、

思召子細有間、感状は不レ被レ下。手柄の程は慥に見置

たるぞ」と仰有と云々。

		（『橘家鳴弦口伝』）

	左馬介が子を内膳信秀と云。輝政は左馬介を客分

のあしらいにて三千石を賜ひしが、其子内膳に至り

ては家人とする故に、俸禄を辞し、池田の家を立

退、京都に住し、大村素庵と名を改め、諸所を巡

る。其頃、尾張亜相、軍法を好給ふ故、延宝年中、

家中の面々、素庵に随て軍法を学ぶ。此故に、橘家

の軍術に、今尾州に伝へたる人有とかや。

	内膳が子を薄田与三兵衛以
コレ

貞と云。宝永二年九月

十九日卒す。其子橘内早世して、子孫断絶す。此

時、家伝の書多く紛失せしと也。玉木兵庫、以貞に

親炙
シヤ

する事二十九年、此間に鳴絃、蟇目、行事伝等

を伝へて、今世に残れる也。

	重信の子、内膳信秀と云。子細有て備前を立退、京

都に住し、大村素庵と改め、諸国を遊歴し、其比、尾

張亜相、軍法を好む。素庵が軍を聞玉ひ、家中の面々

も弟子と成り、今に橘家の軍書幷軍術等、今猶、持伝

へたる人あり。

	内膳が子を薄田与惣兵衛以貞と云。其子、橘内以塩

〔姉妹なり〕早世して子孫断絶す。此時、家伝の軍書等、

散失す。神軍の伝は橘家の極秘にして、嫡統の外、伝

授せずといへども、某（玉木葦斎―筆者注）は由緒

あって以貞浪人の門、親炙すること二十九年、橘家の

神道軍伝、蟇目、鳴弦等を伝ふ。其外、軍書、剣術書

数十巻有しが、悉不レ学レ之。

		（『橘家神軍伝』）

注 『橘家神軍伝』『橘家鳴弦口伝』は神宮文庫所蔵。片仮名を平仮名に改め、濁点・句読点・鉤括弧を補った。
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注（
1
）	

『
和
学
知
辺
草
【
翻
刻
・
注
釈
・
現
代
語
訳
】』、
中
尾
友
香
梨
・
白
石
良
夫
・
中
尾
健

一
郎
・
村
上
義
明
編
、
小
城
鍋
島
文
庫
研
究
会
校
注
、
文
学
通
信
、
二
〇
二
三
年
。

（
2
）	
西
岡
和
彦
「
垂
加
神
道
流
天
孫
降
臨
考
」（『
藝
林
』
第
六
十
八
巻
第
二
号
、
藝
林
会
、

二
〇
一
九
年
一
〇
月
）。

（
3
）	

久
松
潜
一
監
修
『
賀
茂
真
淵
全
集
』
第
十
九
巻
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
〇

年
）
所
収
に
よ
る
。
引
用
に
際
し
句
読
点
と
字
体
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

（
4
）	

大
野
晋
・
大
久
保
正
編
集
校
訂
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
十
四
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九

七
二
年
）
所
収
に
よ
る
。
本
稿
に
引
用
す
る
宣
長
の
言
説
は
す
べ
て
こ
の
全
集
に
よ
る
。

な
お
、
引
用
に
際
し
句
読
点
と
字
体
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

（
5
）	

『
元
茂
公
御
年
譜
』
巻
二
（『
佐
賀
県
近
世
史
料
』
第
二
編
第
一
巻
、
佐
賀
県
立
図
書

館
、
二
〇
〇
九
年
）、
五
三
頁
。

（
6
）	

『
小
城
藩
日
記
』
は
小
城
鍋
島
文
庫
（
佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
）
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。

「
小
城
藩
日
記
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
も
利
用
で

き
る
が
、
ま
だ
未
公
開
の
期
間
の
記
事
も
あ
る
。
医
学
に
関
す
る
記
事
は
、
青
木
歳
幸
・

野
口
朋
隆
編
『『
小
城
藩
日
記
』
に
み
る
近
世
佐
賀
医
学
・
洋
学
史
料
』
前
後
編
（
佐
賀

大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
九
～
二
〇
一
〇
年
）
に
収
録
さ
れ
て

い
る
。

（
7
）	

白
石
良
夫
「
鍋
島
直
嵩
主
催
の
歌
合
」（『
井
上
文
雄
判  

柳
河
藩
歌
合
集
』
柳
川
文
化

資
料
集
成
第
一
集－

二
、
附
録
「
月
報
」、
柳
川
市
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
を
参
照
。

（
8
）	

大
潮
元
皓
『
魯
寮
稿
』
巻
十
七
「
聞
下
川
文
蔵
訃
。
生
、
肥
之
小
城
人
也
。
其
為
人

間
雅
風
流
、
与
余
相
知
、
殆
二
十
餘
年
矣
。
今
茲
丙
戌
正
月
日
、
以
病
長
逝
。
年
四
十

有
六
。
嗚
呼
、
乃
作
哀
詞
一
篇
薦
之
（
下
川
文
蔵
の
訃
を
聞
く
。
生
、
肥
の
小
城
の
人

な
り
。
其
の
人
と
為
り
、
間
雅
風
流
に
し
て
、
余
と
相
い
知
る
こ
と
、
殆
ど
二
十
餘
年

な
り
。
今
茲
丙
戌
（
明
和
三
年
）
正
月
日
、
病
を
以
て
長
逝
す
。
年
四
十
有
六
な
り
。
嗚

呼
、
乃
ち
哀
詞
一
篇
を
作
り
之
れ
に
薦
む
）」（『
佐
賀
県
近
世
史
料
』
第
九
編
第
二
巻
、

佐
賀
県
立
図
書
館
、
二
〇
一
九
年
）。

（
9
）	

川
平
敏
文
「
鍋
島
直
郷
と
神
道
学
」（『
鹿
島
鍋
島
藩
の
政
治
と
文
化
』
国
文
学
研
究

資
料
館
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
10
）	

大
庭
卓
也
「
木
門
の
儒
学
者
た
ち
の
文
学
熱
と
鍋
島
直
郷
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
編

『
調
査
研
究
報
告
』
第
三
十
五
号
、
二
〇
一
五
年
七
月
）。

（
11
）	

佐
佐
木
信
綱
監
修
、
賀
茂
百
樹
増
訂
『
賀
茂
真
淵
全
集
』
巻
十
二
（
増
訂
版
、
吉
川

弘
文
館
、
一
九
三
二
年
）。
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
宇
計
比
言
』
巻
下
（
請
求
記
号
：

Ｗ
Ａ
18－

25
）
に
は
、
長
盈
入
門
の
誓
詞
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
12
）	

山
口
良
吾
『
祐
徳
稲
荷
神
社
史
・
坤
』（
県
社
祐
徳
神
社
社
務
所
、
一
九
四
一
年
）
第

三
百
一
章
、
六
九
八
頁
。

（
13
）	

島
薗
進
・
磯
前
順
一
編
『
東
京
帝
国
大
学
神
道
研
究
室
旧
蔵
書  

目
録
お
よ
び
解
説
』

（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
六
年
）、
四
四
九
頁
、「
神
書
目
録
」。

（
14
）	

小
城
郡
教
育
会
編
『
小
城
郡
誌
』（
名
著
刊
行
会
、
一
九
七
三
年
、
初
版
は
一
九
三
四

年
）、
四
七
四
頁
。

（
15
）	

川
平
敏
文
「
肥
前
鹿
島
藩
主
鍋
島
家
の
神
道
書
と
そ
の
周
辺
」（
国
文
学
研
究
資
料
館

編
『
調
査
研
究
報
告
』
第
三
十
三
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
に
指
摘
が
あ
る
。

（
16
）	

『
直
能
公
御
年
譜
附
録
』
巻
上
、
注 （
5
）
所
掲
『
佐
賀
県
近
世
史
料
』
第
二
編
第
一

巻
、
八
三
七
頁
。

（
17
）	

「
鍋
島
紀
伊
守
系
譜
」（『
佐
賀
県
近
世
史
料
』
第
一
編
第
七
巻
、
佐
賀
県
立
図
書
館
、

一
九
九
九
年
）
を
参
照
。
親
姫
は
佐
賀
藩
八
代
藩
主
鍋
島
治
茂
の
養
女
と
し
て
正
親
町

家
に
嫁
い
だ
。


